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最近の業績動向を踏まえ 前回公表した業績予想数値を 下記のとおり修正いたしましたのでお知

平成22年3月期 通期連結業績予想数値の修正  (平成21年4月1日～平成22年3月31日) (単位:百万円)

前 回 発 表 予 想 (A) 15,000 △ 330 △ 550 △ 35.89

△

記

らせいたします。

今 発 表 予 想 ( ) △

売上高

△

営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益 （単位：円）

最近の業績動向を踏まえ、前回公表した業績予想数値を、下記のとおり修正いたしましたのでお知

△

△ 330

（％）

平成22年3月期 通期個別業績予想数値の修正  (平成21年4月1日～平成22年3月31日) (単位:百万円)

―

△ 1,550今 回 発 表 予 想 (B) 12,000 △ 1,300 △ 1,400

増 減 額 (B-A) △ 3,000

増 減 率 △ 20.0

―

△ 101.15

△ 1,000

―― ―

△ 970 △ 1,070

146 9.59ご参考:　前期実績(平成21年3月期) 15,860 1,183 1,094

平成 年 月期 通期個別業績予想数値の修正

（％）

1株当たり当期
純利益 （単位：円）売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 (A) 7,800 △ 820 △ 780 △ 810

増 減 額 (B-A) △ 2,300 △ 430 △ 520

今 回 発 表 予 想 (B) 5,500 △ 1,250 △ 1,300

△ 52.86

△ 1,320 △ 86.14

―

△ 510

―

―

増 減 率 △ 29.5 ― ―

△ 774 △ 50 54ご参考 前期実績 成 年 期 9 834 △ 530 △ 442

業績予想の修正理由

（1） 連結

として企業の収益状況の悪化は続き、これによる設備投資の見直しで需要が減退し、受注環境は非常

△ 774 △ 50.54ご参考:　前期実績(平成21年3月期) 9,834 △ 530 △ 442

当社グループにおきましては、新興国の需要拡大により景気の底打ち感は出てきているものの、依然

に厳しく、更に製品販売の価格競争激化により大変厳しい経営環境で推移しております。

業 続 、 設備投資 見直 需要 減 、受 環境 非

経済情勢は依然不透明な状況にあり、今後もしばらくこの状況は続くと予想されることから、前回公表の

営業損失となる見込みです 経常利益は 14億円の経常損失 当期純利益は15億50百万円の当期

通期連結業績予想数値の連結売上高は、前回予想の150億円を20.0%下回る120億円、営業利益

通期業績予想数値を修正いたします。

は、生産体制の見直しや経費削減等改善してまいりましたが、売上の減収が大きく影響して13億円の

（2） 個別

通期個別業績予想数値の修正は、通期連結業績予想の修正理由が主な要因となります。

純損失となる見込みであります。

営業損失となる見込みです。経常利益は、14億円の経常損失、当期純利益は15億50百万円の当期
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（3） 配当予想

( 業績予想に関する留意事項 )

上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり 実際の業績は 今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますが 修正の

配当予想につきましては、公表済みの予想に変更はありません。

ものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますが、修正の

必要が生じた場合には、速やかに開示を行う予定であります。

以 上
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